
　

こ
と
し
６
月
12
日
に
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す

る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等

に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
４
月
よ
り
雇
用
調
整
助
成

金
の
い
わ
ゆ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
」

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
場
合
に
、
労
使
協
定
等
の

締
結
等
諸
々
の
手
続
き
を
経
た
う
え
で

休
業
手
当
を
支
払
い
、
そ
の
後
に
事
業

主
が
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
休
業
手
当

等
と
し
て
支
払
っ
た
金
額
の
一
部
が
助

成
さ
れ
る
と
い
う
、
企
業
が
労
働
者
の

雇
用
維
持
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
と
し
て

始
ま
っ
た
当
初
は
、
手
続
き
が
煩
雑
で

内
容
も
理
解
し
に
く
い
と
い
っ
た
状
況

で
、
な
か
な
か
申
請
が
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ま
た
、
助
成
金
を
受
給
す
る
前
に
、

い
っ
た
ん
は
事
業
主
が
休
業
手
当
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
、
事

前
に
休
業
手
当
を
支
払
う
の
は
難
し
い

と
判
断
し
た
企
業
で
は
、
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
雇
用
を
維
持
で

き
な
か
っ
た
り
、
雇
用
が
維
持
さ
れ
た

労
働
者
で
あ
っ
て
も
休
業
手
当
の
支
払

い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
等
の
問

題
が
多
発
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響

が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響

に
よ
り
休
業
さ
せ
ら
れ
た
労
働
者
の
う

ち
、
前
述
の
よ
う
に
、
休
業
中
に
事
業

主
か
ら
賃
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
労
働
者
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援

金
・
給
付
金
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
の
給
付
日
数
を

延
長
す
る
雇
用
保
険
法
の
特
例
措
置
等

を
講
ず
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
■ 

法
律
の
概
要

①�　

休
業
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
労
働
者
に
関
す
る
新

た
な
給
付
制
度
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支

援
金
・
給
付
金
）

②�　

基
本
手
当
の
給
付
日
数
の
延

長
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

休
業
支
援
金
・
給
付
金
と
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
お
よ

び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
措
置
の
影
響
に

よ
り
休
業
さ
せ
ら
れ
た
中
小
企
業
の
労

働
者
（
大
企
業
は
対
象
外
）
の
う
ち
、

社会保険労務士法人　ジェイズ事務所
特定社会保険労務士

片 桐  め ぐ み

感染症による影響を考慮

雇用保険の
臨時特例法
制定されました

がBANK

○○○○様

休業手当を受け取れなかった労働者について新型コロナウイルス感
染症対応休業支援金制度が創設されるとともに、雇用保険の基本手
当の給付日数が延長されました。それぞれのあらましを紹介します。
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休
業
中
に
賃
金
（
休
業
手
当
）
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
労
働
者
か
ら

の
申
請
に
よ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援
金
・
給
付

金
を
「
本
人
」
が
直
接
受
給
で
き
る
制

度
で
す
（
図
表
１
）。

⑴
　
制
度
の
主
な
内
容

①　

対
象
者

　

こ
と
し
４
月
１
日
か
ら
12
月
末
日
ま

で
の
間
に
事
業
主
の
指
示
を
受
け
て
休

業
し
た
中
小
企
業
の
労
働
者
で
、
そ
の

休
業
し
た
期
間
に
つ
い
て
休
業
手
当
の

支
払
い
を
受
け
て
い
な
い
も
の
。

②　

支
援
金
額
の
算
定
方
法

　

休
業
前
の
１
日
当
た
り
平
均
賃
金
の

８
割
（
上
限
１
日
１
１
０
０
０
円
）
を

休
業
実
績
に
応
じ
て
支
給
（
上
限
月
額

33
万
円
）。

　

休
業
前
の
１
日
当
た
り
平
均
賃
金

は
、
直
近
６
か
月
の
う
ち
任
意
の
３
か

月
分
の
賃
金
を
90
で
除
し
て
算
出
し
ま

す
。
月
に
よ
っ
て
給
与
額
が
増
減
す
る

場
合
は
、
こ
の
６
か
月
の
う
ち
の
金
額

が
多
い
３
か
月
を
選
ん
で
算
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
図
表
２
）。

③
　
手
続
き
内
容

〈
申
請
方
法
〉

•
�

原
則
、
郵
送
（
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
準

備
中
）

•
�

労
働
者
本
人
か
ら
の
申
請
の
ほ
か
、

事
業
主
を
通
じ
て
（
ま
と
め
て
）
申

請
す
る
こ
と
も
可
能

〈
必
要
書
類
〉

•

申
請
書

•

支
給
要
件
確
認
書
（
※
）

•

本
人
確
認
書
類

•

口
座
確
認
書
類

•
�

休
業
開
始
前
賃
金
お
よ
び
休
業
期
間

中
の
給
与
を
証
明
で
き
る
も
の

※�

事
業
主
の
指
示
に
よ
る
休
業
で
あ
る

こ
と
等
の
事
実
を
確
認
す
る
も
の

で
、
事
業
主
お
よ
び
労
働
者
そ
れ
ぞ

れ
が
記
入
の
う
え
、
署
名
し
ま
す
。

⑵
　
申
請
に
関
す
る
注
意
点

　

複
数
の
事
業
所
で
の
休
業
に
つ
い
て

申
請
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
同
じ

期
間
に
つ
い
て
別
々
に
申
請
し
た
場

合
、
最
初
に
受
け
付
け
た
申
請
以
外
は

無
効
と
な
る
た
め
、
労
働
者
本
人
が
申

請
す
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
（
図

表
３
）。

　

ま
た
、
休
業
手
当
が
少
額
で
も
支
払

わ
れ
て
い
る
日
や
、
月
額
３
万
円
を
超

え
る
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合

│図表２│ 支援金額の算定方法

│図表３│ 休業支援金・給付金の申請期間

休業した期間 受付開始日 締切日（郵送の場合は必着）

令和２年４月～６月 令和２年７月10日 (金 ) 令和２年９月 30 日（水）

令和２年７月 令和２年８月１日 ( 土 ) 令和２年 10 月 31 日（土）

令和２年８月 令和２年９月１日 ( 火 ) 令和２年 11 月 30 日（月）

令和２年９月 令和２年10月１日(木 ) 令和２年 12 月 31 日（木）

〈申請時の添付書類〉	 	
１．�運転免許証、マイナンバーカード（表面のみ）等の本人確認書類
２．�キャッシュカードや通帳の写しなどの振込先口座を確認できる書類
３．�給与明細や賃金台帳の写しなどの休業前の賃金額および休業中の賃金の支払状

況を確認できる書類

（９月以降の申請期間についてはHPを参照）

１日あたりの支給額（上限 11,000 円）

休業前の１日当たり
平均賃金 80％

休業実績
就労したまたは
労働者の事情で
休んだ日数

各月の暦日数
（30日または31日）

│図表１│ 申請の流れ

支 

給

審 

査

※�厚生労働省リーフレット「新型コロナウイルス
感染症対応休業支援金・給付金のご案内 」より

申 

請
必要に応じて
事業主・労働者
に内容を調査

都道府県労働局に設置された集中処理セ
ンターにて、申請内容を審査、支給決定

申請者に支給（不支給）決定通知
本人口座へ振込み

労働者事業主

労働者

都道府県労働局
（集中処理センター）

申請

事業主の
協力を得て

申請書類を作成

BANK

○○○○様

は
、
本
制
度
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

労
働
者
が
申
し
出
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
企
業
が
支
給
要
件
確
認
書
へ
の
記

載
を
拒
む
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
生
じ
た
場

合
は
、
労
働
局
か
ら
事
業
主
に
対
し
て

報
告
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
当
然
そ
の
間
、
審
査
が
停
止
し
ま

す
の
で
、
労
働
者
へ
の
支
給
も
遅
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
支
援
金
を
労
働
者
が
受
給

す
る
こ
と
に
よ
り
休
業
手
当
の
支
払
い

義
務
が
免
除
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
の
で
、
労
働
基
準
法
上
の
罰
則
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（
30
万
円
以
下
の
罰
金
）
に
処
せ
ら
れ

る
可
能
性
を
逃
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

基
本
手
当
の 

給
付
日
数
の
延
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
い
、
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
に

つ
い
て
は
、
求
職
活
動
に
つ
い
て
も
現

状
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

影
響
に
よ
り
求
職
活
動
も
長
期
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
雇
用
保
険
の
基
本
手

当
（
い
わ
ゆ
る
失
業
保
険
）
の
給
付
日

数
を
延
長
す
る
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

⑴
　
延
長
さ
れ
る
日
数

　

基
本
手
当
は
、
一
定
の
雇
用
保
険
被

保
険
者
期
間
が
あ
っ
た
人
が
離
職
し
た

と
き
に
、離
職
理
由
や
離
職
時
の
年
齢
、

在
職
期
間
等
に
よ
り
給
付
日
数
が
決
定

し
ま
す
が
、
本
特
例
に
よ
り
、
各
々
60

日
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
35
歳
以
上
45
歳
未
満
で
所

定
給
付
日
数
２
７
０
日
の
人
、
45
歳
以

上
60
歳
未
満
で
所
定
給
付
日
数
３
３
０

日
の
人
に
つ
い
て
は
、
延
長
さ
れ
る
日

数
は
30
日
と
な
り
ま
す
。

⑵
　
対
象
者

　

本
特
例
法
は
、地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、

次
に
掲
げ
る
人
で
法
施
行
日
（
こ
と
し

６
月
12
日
）
以
降
に
基
本
手
当
の
所
定

給
付
日
数
を
受
け
終
わ
る
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

離
職
日
に
よ
っ
て
対
象
者
が
異
な
る

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
就
職
困
難
者
は
、
当
初
か
ら

所
定
給
付
日
数
が
長
い
た
め
、
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
特
例
延
長
給
付
の
対
象
と
な

る
人
は
、
認
定
日
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

延
長
の
処
理
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、
別

途
の
申
請
・
手
続
き
等
は
不
要
で
す
。

•
�

こ
と
し
４
月
７
日
（
緊
急
事
態
宣
言

発
令
以
前
）
ま
で
に
離
職
し
た
人
：

離
職
理
由
を
問
わ
な
い
（
全
受
給
者
）

•
�

こ
と
し
４
月
８
日
～
５
月
25
日
（
緊

急
事
態
宣
言
発
令
期
間
中
）
に
離
職

し
た
人
：
特
定
受
給
資
格
者
（
※
１
）

お
よ
び
特
定
理
由
離
職
者
（
※
２
）
•
�

こ
と
し
５
月
26
日
（
緊
急
事
態
宣
言

全
国
解
除
後
）
以
降
に
離
職
し
た
人
：

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

特
定
受
給
資
格
者
（
※
１
）
お
よ
び

特
定
理
由
離
職
者
（
※
２
）（
雇
止

め
の
場
合
に
限
る
）

※�

１
…
特
定
受
給
資
格
者
：
倒
産
・
解

雇
等
の
理
由
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
者

※�

２
…
特
定
理
由
離
職
者
：
①
期
間
の

定
め
の
あ
る
労
働
契
約
が
更
新
を
希

望
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
更
新
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
離
職
し
た
者
、

②
転
居
、
婚
姻
等
に
よ
る
自
己
都
合

離
職
者

⑶
　
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

　

特
例
の
延
長
給
付
は
、
通
常
の
給
付

と
同
様
に
積
極
的
に
求
職
活
動
を
行

な
っ
て
い
る
人
が
対
象
と
な
る
た
め
、

次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
特
例
延
長
給
付
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

①�　

所
定
の
求
職
活
動
が
な
い
こ
と
で

失
業
認
定
日
に
不
認
定
処
分
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
場
合

②�　

や
む
を
得
な
い
理
由
が
な
く
、
失

業
認
定
日
に
来
所
し
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
不
認
定
処
分
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
場
合

③�　

雇
用
失
業
情
勢
や
労
働
市
場
の
状

況
な
ど
か
ら
、
現
実
的
で
は
な
い
求

職
条
件
に
固
執
さ
れ
る
人
等

④�　

正
当
な
理
由
な
く
、
公
共
職
業
安

定
所
の
紹
介
す
る
職
業
に
就
く
こ

と
、
指
示
さ
れ
た
公
共
職
業
訓
練
を

受
け
る
こ
と
、
再
就
職
を
促
進
す
る

た
め
に
必
要
な
職
業
指
導
を
拒
ん
だ

こ
と
が
あ
る
場
合

⑷ 

　
離
職
証
明
書
に
（
コ
ロ
ナ
関
係
）

と
記
載

　

前
述
の
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
離
職
し
た

場
合
は
、
給
付
日
数
の
延
長
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
離
職
証
明
書
の
作
成
時

に
は
、
離
職
証
明
書
の
離
職
理
由
欄
が

「
重
責
解
雇
」「
労
働
者
の
個
人
的
な
事

情
に
よ
る
離
職
」
以
外
で
あ
っ
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
離
職
の
場
合
は
、
具
体
的
事
情
記

載
欄
（
事
業
主
用
）
に
記
載
し
た
離
職

理
由
の
末
尾
に
「（
コ
ロ
ナ
関
係
）」
と

記
載
す
る
よ
う
に
、
労
働
局
か
ら
も
指

示
が
出
て
い
ま
す
。

　

本
特
例
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
離
職
者
を
迅
速
に
把
握
し
処
理
す
る

た
め
の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
、
企
業

も
協
力
し
て
適
切
な
対
応
を
心
が
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

止
む
を
得
な
い 

最
終
手
段
と
し
て
の
活
用
を

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
本
法
律

は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
雇
用
調
整
助
成

金
を
活
用
し
て
雇
用
の
安
定
を
図
る
べ

き
と
こ
ろ
、
手
続
き
の
煩
雑
さ
か
ら
な

か
な
か
申
請
件
数
が
伸
び
な
い
た
め
、

窮
地
と
な
っ
た
労
働
者
を
保
護
す
る
手

段
と
し
て
成
立
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
法
律
が
成
立
す

る
と
い
う
情
報
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ

か
た
ぎ
り
　
め
ぐ
み
　
人
事・労
務
管
理
全
般
を
手
掛
け
る
。特
に
、セ
ク
ハ
ラ・パ
ワ
ハ
ラ
等
へ
の
対
策
、採
用

お
よ
び
離
職
防
止
等
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、生
産
性
を
上
げ
る
行
動
基
準
づ
く
り
な
ど
を
得
意
と
す
る
。
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た
頃
よ
り
、
休
業
手
当
を
支
払
い
、
手

さ
ぐ
り
で
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
を

進
め
て
い
る
企
業
か
ら
は
、
本
法
律
が

成
立
す
る
こ
と
で
、
特
に
支
援
金
・
給

付
金
に
関
し
て
は
、
労
働
基
準
法
ど
お

り
に
正
し
く
休
業
手
当
を
支
払
っ
た
企

業
が
馬
鹿
を
見
る
の
で
は
な
い
か
、
払

い
損
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

声
が
数
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

⑴
　
休
業
手
当
未
払
い
問
題

　

ま
た
、
そ
も
そ
も
論
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
よ
る
休
業
が
、
労
働
基
準
法
26
条

の
休
業
手
当
を
支
払
う
べ
き
、
い
わ
ゆ

る
「
使
用
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
」

な
の
か
ど
う
か
と
い
う
論
争
も
あ
る
の

で
す
が
、
本
法
律
が
、
厚
生
労
働
省
発

行
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
の
と
お
り

「
休
業
中
に
賃
金
（
休
業
手
当
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
対

し
て
」
と
、
労
働
基
準
法
26
条
違
反
を

前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
は

留
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
法
律
に
よ
る
支
援
金
・
給
付
金
を

労
働
者
本
人
が
申
請
し
直
接
受
給
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
支
払
い
義
務
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
休
業
手
当
を
支
払
わ
な

か
っ
た
事
業
主
が
、
休
業
手
当
の
支
払

い
を
免
除
さ
れ
た
り
、
労
働
基
準
法
上

の
罰
則
の
可
能
性
を
逃
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

⑵
　
受
給
額
格
差
問
題

　

休
業
手
当
は
、
平
均
賃
金
の
６
割
以

上
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
裏
を
返
せ
ば
少
な
く
と
も
６
割
を

支
払
え
ば
足
り
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

図
表
４
の
よ
う
に
計
算
式
の
違
い
か

ら
、
休
業
手
当
の
支
払
い
を
受
け
る
こ

と
と
支
援
金
・
給
付
金
を
直
接
受
給
す

る
こ
と
で
、
労
働
者
本
人
が
受
け
取
る

こ
と
の
で
き
る
金
額
が
大
き
く
異
な
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
基
準
法
に
則
っ
た
額
で

な
く
て
も
少
額
の
休
業
手
当
や
月
額

３
万
円
を
超
え
る
見
舞
金
を
支
払
っ
た

り
し
た
場
合
に
は
、
本
法
律
の
給
付
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑶
　
基
本
は
雇
用
調
整
助
成
金

　

繰
り
返
し
と
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援

金
・
給
付
金
は
、
事
業
主
の
指
示
に
よ

り
休
業
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

休
業
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
労
働
者
の
生
活
の
安
定
の
た
め
、
直

接
本
人
が
受
給
で
き
る
制
度
と
し
て
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
企
業
に

は
ま
ず
雇
用
調
整
助
成
金
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
、
最
終
手
段
と
し
て
本
制
度

を
活
用
す
る
と
い
う
順
序
で
、
雇
用
の

維
持
を
図
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

休業手当
新型コロナウイルス感染症対応

休業支援金・給付金

平均賃金日額：
　直近 3か月の総支給額÷直近 3か月の総暦日数 
　90 万円 ÷ 91 日＝ 9,890 円 10 銭
休業手当：�
　9,890 円 10 銭 × 0.6 × 所定労働日数 21 日	
　≒ 124,615 円／月

休業前賃金日額：
　直近 6か月のうち任意の 3か月の賃金 ÷ 90
　（30 万円× 3か月） ÷ 90 ＝ 10,000 円
支援金・給付金日額：10,000 円 ×0.8＝8,000 円
支援金・給付金：�8,000 円 × 31 日	

＝ 248,000 円／月

課税 非課税

雇用保険料等　対象 雇用保険料等　対象外

│図表４│ �７月全日休業（土日祝休み）で月給30万円の場合
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